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平
成
23
年
第
７
回
議
会
定
例
会
が
12
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
本
会
議
で
は
、
町
長
提
出
の
条
例
、
補
正
予
算
４
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
の
意
見
書
の
可
決
と
５
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
に
は
第
６
回
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
町
長
提
出
の
条
例
な
ど
３
議
案
が
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

暴
力
団
を
恐
れ
な
い
、
資
金
を
提
供

し
な
い
、
利
用
し
な
い

　

社
会
全
体
と
し
て
、
暴
力
団
が
町
民
の

生
活
及
び
社
会
経
済
活
動
に
不
当
な
影
響

を
与
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た

上
で
「
恐
れ
な
い
、
資
金
を
提
供
し
な
い
、

利
用
し
な
い
」
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
町

民
等
に
よ
る
連
携
及
び
協
力
の
下
に
推
進

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
町
の
責
務
）

・
町
民
等
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
県

公
安
委
員
会
等
の
連
携
及
び
協
力
を
図

り
な
が
ら
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

（
町
民
等
の
責
務
）

・
暴
力
団
の
排
除
の
た
め
の
活
動
に
自
主

的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
。

平成23年
第６回 臨時会
第７回 定例会

平成24年３月施行

暴力団排除条例制定

・
事
業
者
は
、
暴
力
団
を
利
用
す
る
こ
と

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
町
民
等
は
、
暴
力
団
員
と
社
会
的
に
非

難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
持
つ
こ
と
が
な

い
よ
う
努
め
る
。

・
町
民
等
は
、
暴
力
団
の
排
除
に
資
す
る

と
認
め
ら
れ
る
情
報
を
知
っ
た
と
き
は
、

町
へ
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

　

給
料
月
額
の
改
定
等
を
行
い
ま
し
た
。

町
道
３
号
線
道
路
改
良
工
事

（
グ
リ
ー
ン
通
り
）
の
請
負
契
約
締
結

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
６
、０
９
０
万

円
で
㈱
堀
部
工
務
店
と
契
約
す
る
も
の
で

す
。伊

藤
経
雄
議
員
に
口
頭
注
意

　

昨
年
12
月
22
日
に
議
会
改
革
推
進
委
員

会
を
開
催
し
、
伊
藤
議
員
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

伊
藤
議
員
は
、
議
会
議
員
政
治
倫
理
要

綱
第
10
条（
請
負
等
に
関
す
る
遵
守
事
項
）

の
２
項
３
項
に
よ
る
「
町
に
対
す
る
請
負

辞
退
届
」
の
手
続
き
を
、
再
三
の
要
請
に

も
従
わ
ず
、
辞
退
届
が
提
出
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
議
会
会
議
規
則
第
97
条
に

よ
り
議
長
か
ら
「
口
頭
注
意
」
の
処
分
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
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補
正
予
算

○一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,412万円を追加し、53億2,537万円としました。

主な歳出補正
・住民情報電算処理委託料（外国人住民基本台帳適用） 276万円
・障害者自立支援給付（介護給付） 1,126万円
・日本脳炎予防接種委託料（一人当たり助成　7,088円） 212万円
・子宮頸がん予防接種委託料（一人当たり助成　16,000円） 640万円
・肺炎球菌予防接種委託料（一人当たり助成　10,500円） 157万円

住民基本台帳法改正に伴うシステム改修
各種予防接種の助成を増やす　　　　　

主な財源
・国庫支出金 574万円
・県支出金 1,101万円
・繰越金 320万円
・諸収入 416万円

○国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億9,418万円を追加し、22億1,632万円としま
した。

主な歳出補正
・一般、退職被保険者療養給付費負担金 1億5,120万円
・一般、退職被保険者高額療養費負担金 4,250万円

主な財源
・国庫支出金 5,446万円
・療養給付費等交付金 3,369万円
・基金繰入金 5,492万円
・繰越金 4,997万円

○後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ91万円を追加し、１億4,663万円としました。

歳出補正
・住民情報移動データ作成委託料 29万円
・後期高齢者医療広域連合負担金 62万円

財源
・繰入金 91万円

療養給付費・高額療養費が増加　　　　
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議会改革推進委員会報告

　第７回議会定例会で、議会改革推進委員長から議会改革推進に関する事務調査
の経過報告がありました。
　10月５日、11月10日及び11月29日に開催されました概要は次のとおりです。

○ 10月５日
①議会基本条例に関する研修、検討
　一般選挙を経た任期開始後に研修、検討を行うこととなっているので、議
会基本条例の内容を協議、確認した。また、議会議員政治倫理要綱も協議し、
特に第３条（政治倫理基準）の７「町が補助や助成している団体の長に就任
しないこと。」や第 10条（請負等に関する遵守事項）について確認した。
②議会報告会について
　議会報告会の開催日は、11月19日（土）午後７時30分、働く婦人の家・
北方町公民館・勤労青少年ホームの３会場にて同時開催で行うことを確認し
た。
③平成 24年度の重要事案の審議
　　執行部に要請することにした。

○ 11月 10 日
①議会報告会の実施
　開催要項、役割分担を決め、報告会に配布する資料と説明事項について確
認した。

○ 11月 29 日
①議会報告会の質問事項
　３会場で開催した議会報告会の質問事項を取りまとめた。また、内容につ
いては議会だよりに掲載することを確認した。

 

請
願
・
陳
情
を
継
続
し
て

審
査
す
る
こ
と
を
決
め
る

　

第
７
回
議
会
定
例
会
で
、
厚
生
都
市
常
任
委

員
長
か
ら
請
願
・
陳
情
に
関
す
る
委
員
会
付
託

の
経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
請　

願

　

子
供
の
医
療
費
無
料
化
の
拡
大
を
求
め

る
請
願
書
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
裏
付
け

が
必
要
で
あ
る
の
で
更
に
調
査
等
を
要
す

る
た
め
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

○
陳　

情

　
「
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
金

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
保
険
制
度
の
中
身

を
見
極
め
な
ど
調
査
す
る
た
め
、
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。
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第６回議会臨時会　議案の審議結果（○…賛成　×…反対）

審　議　案　件 杉本 安藤（哲） 安藤（巌） 鈴木 安藤（浩） 伊藤 立川 戸部議長 井野 日比

暴力団排除条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

平成23年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

平成23年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

平成23年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）への日
本政府の交渉参加について、慎重な対応を求
める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

第７回議会定例会　議案の審議結果（○…賛成　×…反対）

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）への日本政府の
交渉参加について、慎重な対応を求める意見書（抜粋）

　「TPPに関する意見書」は全員賛成にて可決し、内閣総理大臣に提出しました。

　TPPは、国民的議論になりつつあるが、その内容については部分的にしか報
道されていない。地方自治体の住民にどのように大きい影響を与えるかについ
ては、ほとんど知られていない。
　TPPに交渉参加すれば、大部分の輸入関税が０％となり、特に日本農業は大
打撃を受けることになるので、農民・農家への影響は深刻なものとなるばかりか、
地域社会の崩壊になることが、既に懸念されている。また、医療分野では特に
国民皆保険制度が崩されて、米国並みに民間保険でしか対応できなくなる可能
性が高いばかりか、混合診療が全面的に解禁される恐れが大きい。
　よって、国においては、国内の環境整備と農業対策を早急に進めるとともに、
関係国との協議及び TPPへの参加を検討するに当たっては慎重に対応し、拙速
な参加を避け、広く国民の声を聞いた上で、慎重に対応することを求めるもの
である。

審　議　案　件 杉本 安藤（哲） 安藤（巌） 鈴木 安藤（浩） 伊藤 立川 戸部議長 井野 日比

職員の給与に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ○ ×

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害
補償等に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

工事請負契約の締結
（町道３号線道路改良工事） ○ × × ○ ○ × ○ ― ○ ×
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す
る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
が
、

北
方
町
内
の「
自
転
車
通
行
可
」

の
道
路
は
あ
る
の
か
。

都
市
環
境
農
政
課
長

　

北
方
町
内
で
「
自
転
車
通
行

可
」
の
県
管
理
道
路
に
つ
い
て

は
、
国
道
１
５
７
号
と
主
要
地

方
道
で
は
岐
阜
関
ヶ
原
線
・
北

方
多
度
線
・
岐
阜
巣
南
大
野
線

の
４
路
線
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
管
理
道
路
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
道
路
の
高
屋
芝
原
線・

高
屋
加
茂
線
・
運
動
場
加
茂
線
・

地
下
前
渕
之
上
線
・
猿
五
条
上

起
線
と
町
道
１
９
１
号
線
の
６

路
線
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
に
お
け
る
自
転
車
の

安
全
確
保
と
今
後
の
歩
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
あ
り
方
は
。

答　
都
市
環
境
農
政
課
長

　

既
存
の
歩
道
幅
員
は
全
て
３

メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
沿
道
状
況

か
ら
拡
幅
す
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
今
後
の
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
幅

員
内
で
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
道
３
号
線
の
整
備

を
平
成
28
年
度
ま
で
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
が
、
来
年
度
以
降

の
施
工
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

の
実
施
状
況
を
見
て
、
見
直
す

所
は
見
直
し
、
よ
り
安
全
な
歩

道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

環
境
に
優
し
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
分
散
化
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
づ
く
り
の
ひ
と
つ
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

①
独
立
系
電
力
会
社
か
ら
の
電

力
購
入
の
考
え
は

答　
総
務
課
長

　

経
費
削
減
効
果
と
安
全
面
や

安
定
的
な
電
力
供
給
面
か
ら
慎

重
に
検
討
し
た
結
果
、
契
約
電

力
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
９
施
設

に
お
い
て
、
新
年
度
か
ら
独
立

系
電
力
会
社
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
か
ら
の

電
力
購
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
計
画
を
住
民
と
と
も
に

策
定
す
る
考
え
は
。

答　
総
務
課
長

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連

す
る
事
業
の
中
に
は
「
フ
ァ
ン
ド

ビ
ジ
ネ
ス
」
に
あ
た
る
も
の
も
あ

り
、
町
と
の
協
働
事
業
と
し
て
相

応
し
い
も
の
か
ど
う
か
判
断
が
難

し
く
、
慎
重
に
調
査
研
究
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
町
施
設
に
お
い
て
新
た
な

太
陽
光
発
電
設
置
の
考
え
は
。

答　
総
務
課
長

　

既
存
施
設
に
つ
い
て
は
、
事
業

費
が
膨
ら
む
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
や
補
助
制
度
が
活
用
で

き
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
、
新
た
に
計
画
す
る
施

設
や
建
て
替
え
施
設
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
北
方
中
学
校
・
北
方
南
小
学
校

で
の
太
陽
光
発
電
の
稼
働
状
況
は
。

答 

教
育
課
長

　

太
陽
光
発
電
の
設
置
年
度
は
、

南
小
学
校
が
平
成
12
年
度
、
中

島
有
料
橋
の
無
料
化
に
よ

り
都
市
計
画
道
路
や
町
道

の
交
通
量
に
変
化
が
生
じ
て
く

る
。
町
当
局
の
認
識
と
対
策
は
。

都
市
環
境
農
政
課
長

　

島
大
橋
の
無
料
化
に
よ
り
島

大
橋
の
交
通
量
が
増
大
す
る
こ

と
は
確
実
で
、
北
方
町
内
の
都

市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
交

通
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

万
が
一
、
道
路
構
造
上
の
危

険
個
所
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
歩
行
者
等
も
含
め
た
通
行

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
早

急
に
対
策
を
講
じ
ま
す
。

警
察
庁
で
は
、
幅
３
メ
ー

ト
ル
未
満
の
歩
道
に
つ
い

て
自
転
車
の
走
行
を
原
則
禁
止

答

答

問 島
有
料
橋
の
無
料
化
に
伴
う

交
通
安
全
対
策
は
万
全
か

問

問

問

自転車通行可の歩道

安藤浩孝議員
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学
校
が
平
成
14
年
度
で
共
に
30

Ｋ
Ｗ
の
電
池
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

稼
働
実
績
は
、
南
小
学
校

の
平
成
22
年
度
の
発
電
量
は

３
万
８
、０
２
９
Ｋ
Ｗ
（
91
万
２
、

６
９
６
円
）、
売
電
量
は
２
、２

２
０
Ｋ
Ｗ
（
５
万
３
、２
８
０

円
）、
中
学
校
の
直
近
デ
ー
タ

は
、
発
電
量
は
３
万
１
６
０
Ｋ

Ｗ
、売
電
量
は
８
５
５
Ｋ
Ｗ
で
す
。

歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
深

い
高
知
県
宿
毛
市
と
災
害

協
定
を
含
む
幅
広
い
交
流
を
目

指
す
考
え
は
。

答　
町
長

　

最
近
の
災
害
は
大
型
化
傾
向

に
あ
る
た
め
遠
距
離
で
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
が
、歴
史
的

に
は
同
胞
で
あ
っ
て
も
、
交
通
事

情
等
を
考
え
る
と
、
何
故
、
宿
毛

市
か
と
の
議
論
を
深
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
や
一
部
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
理
解
だ
け
で
な
く
、住
民

の
共
鳴
に
支
え
ら
れ
た
交
流
を

基
本
と
し
、非
常
事
態
に
は
、い
ち

早
く
駆
け
つ
け
て
支
援
が
で
き

る
よ
う
な
友
好
関
係
を
築
く
交

流
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
築
住
宅
の
件
数
は
、
平

成
22
年
は
79
件
、
本
年
は

95
件
ほ
ど
で
、特
に
増
加
し
た
様

で
な
く
、
定
住
奨
励
金
交
付
事

業
の
実
施
は
費
用
対
効
果
の
面

か
ら
み
て
ど
う
考
え
る
か
。こ
れ

か
ら
の
９
年
間
で
３
億
円
近
い

税
金
を
使
う
な
ら
、
医
療
費
無

料
化
を
中
学
生
卒
業
ま
で
に
実

施
す
る
事
に
し
た
方
が
町
民
が

真
に
望
ん
で
い
る
事
で
は
な
い

の
か
？

答　
税
務
課
長

　

定
住
奨
励
金
交
付
事
業
は
、

平
成
23
年
３
月
定
例
議
会
に
お

い
て
、
議
会
の
ご
賛
同
を
い
た

だ
き
「
北
方
町
新
築
住
宅
の
定

住
奨
励
金
交
付
条
例
」
を
制
定

し
、
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

北
方
町
に
住
み
た
い
と
考
え

る
住
民
の
新
築
住
宅
の
取
得
を

応
援
し
、
定
住
人
口
の
増
加
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
中
長
期
的

に
は
定
住
奨
励
金
と
し
て
投
資

す
る
２
億
８
、０
０
０
万
円
を
上

回
る
税
収
が
見
込
ま
れ
、
基
幹

税
と
し
て
の
固
定
資
産
税
の
安

定
的
な
収
入
と
住
民
税
の
増
加

に
よ
り
、
財
政
基
盤
の
安
定
と

充
実
に
資
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
道
３
号
線
（
グ
リ
ー
ン

通
り
）
の
工
事
を
北
部
地

区
か
ら
優
先
す
る
理
由
は
。
比

較
的
整
備
さ
れ
て
い
る
北
部
よ

り
も
森
町
か
ら
地
下
・
一
本
松

に
か
け
て
優
先
す
る
の
が
良
い

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　
都
市
環
境
農
政
課
長

　

北
部
地
区
か
ら
優
先
し
て
工

事
を
進
め
る
理
由
と
し
て
、
町

道
３
号
線
の
北
部
地
区
は
、
町

内
の
都
市
計
画
道
路
の
中
で
一

番
初
め
に
整
備（
昭
和
50
年
代
）

さ
れ
た
道
路
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
整
備
後
30
年
以
上
経
過
し

側
溝
等
も
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
で
す
。

防
災
対
策
に
女
性
の
意
見

を
し
っ
か
り
と
反
映
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
か
。

答　
総
務
課
長

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、

今
後
、
町
の
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
専
門
委
員
を
設
置

し
、
こ
こ
に
女
性
委
員
を
登
用
し

て
女
性
の
視
点
か
ら
地
域
防
災

計
画
全
般
に
わ
た
っ
て
調
査
、
提

言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
施
策
の

基
本
と
な
る
地
域
防
災
計
画
を

問１

問

問

問

安藤哲雄議員

女性の視点からの
防災対策の取り組みは

町道３号線北部地区

定
住
奨
励
金
交
付
事
業
は

北
方
町
に
必
要
か

杉本真由美議員



89

安
心
し
て
生
き
て
い
く
た

め
に
は
原
子
力
発
電
を
廃

炉
に
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
へ
転
換
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

町
の
施
設
に
太
陽
光
発
電
を

設
置
す
る
考
え
は
。

答 

総
務
課
長

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
平
野
部
で
あ
る
北
方

町
に
は
、
太
陽
光
発
電
が
有
用

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
新
た
に
計
画
す
る
施
設
等

に
つ
い
て
は
、
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

気
象
災
害
時
の
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
を
図
ら

れ
て
い
る
か
。

　

多
治
見
市
の
児
童
死
亡
事
故
、

給
食
を
食
べ
さ
せ
て
か
ら
帰
る

こ
と
に
よ
る
対
応
の
遅
れ
な
ど
、

学
校
の
対
応
は
。

答 

教
育
長

　

小
学
生
の
死
亡
事
故
は
誠
に

痛
ま
し
く
残
念
な
出
来
事
で
あ

り
、
当
町
で
は
、
県
教
育
委
員

会
が
示
し
ま
し
た
「
学
校
に
お

け
る
災
害
の
基
本
方
針
」
を
踏

ま
え
、
平
成
24
年
１
月
に
は
教

育
委
員
会
と
校
長
会
の
合
同
会

議
を
開
催
し
、
北
方
町
の
地
域

性
に
則
し
た
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
、
一
層
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
（
建

て
替
え
）
に
つ
い
て
、
今
後
、

ど
う
す
る
の
か
。

答 

教
育
長

　

給
食
調
理
場
は
昭
和
54
年
に

完
成
し
、
今
日
で
は
建
屋
の
耐

震
性
・
設
備
の
老
朽
化
・
環
境

整
備
等
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、

改
築
か
新
築
か
を
含
め
た
検
討

が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
議
員
の
皆
様
と
協
議

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
加
茂

子
ど
も
遊
園
は
今
後
ど
う

す
る
の
か
、
方
針
を
聞
く
。

答 

教
育
長

　

教
育
委
員
会
の
基
本
的
な

考
え
と
し
て
、
現
在
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
規
格
外
で
あ
る
た
め
、

正
規
の
コ
ー
ト
を
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

隣
接
し
て
い
る
給
食
調
理
場
・

加
茂
子
ど
も
遊
園
を
含
め
た
土

地
の
一
体
的
な
整
備
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
町
の
対
応
は
。

答 

福
祉
健
康
課
長

問

加茂子ども遊園

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
運
営
に
女
性
ま

た
は
女
性
職
員
を
配
置
さ

れ
て
い
る
か
。

答 

総
務
課
長

　

北
方
町
に
お
い
て
は
、
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
５
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て

地
区
緊
急
災
害
避
難
連
絡
所
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

第
１
エ
リ
ア
の
働
く
婦
人
家

に
は
22
名
の
職
員
の
内
女
性
10

名
、
第
２
エ
リ
ア
の
北
方
中
学

校
は
26
名
の
職
員
の
内
女
性
19

名
、
第
３
エ
リ
ア
の
西
小
学
校

は
24
名
の
内
女
性
14
名
、
第
４

エ
リ
ア
の
総
合
体
育
館
は
20
名

内
女
性
７
名
、
第
５
エ
リ
ア
の

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
は
28
名

内
女
性
15
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
運
営
訓
練
（
※

Ｈ

Ｕ
Ｇ
等
）
を
取
り
入
れ
、

地
域
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
を

実
施
す
べ
き
で
は
。

答 

総
務
課
長

　

避
難
所
運
営
訓
練（
Ｈ
Ｕ
Ｇ

等
）は
大
変
有
用
な
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
の
内
容
は
、毎
年
見

直
し
を
行
い
、実
情
に
即
し
た
も

の
を
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
調
査
研
究
を
重
ね
、
防
災
教

養
の
普
及
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
に
よ
り
肺
炎

球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
重
症
化
を

防
ぎ
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助

成
を
検
討
し
て
は
。

答 

福
祉
健
康
課
長

　

多
く
の
子
ど
も
に
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

と
、
子
ど
も
の
予
防
だ
け
で
な
く

高
齢
者
の
予
防
に
も
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
当
町
で
は
今

年
度
か
ら
５
歳
未
満
の
子
ど
も

の
接
種
助
成
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
乳
幼
児
の
接
種
率
を

高
め
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
へ
の
助
成
導
入
は
、

財
政
的
な
課
題
も
あ
り
、
肺
炎

罹
患
率
な
ど
の
推
移
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
施
設
に
太
陽
光
発
電
の
設
置
を

問

問

問

問

問2問3

日比玲子議員

問

※
Ｈ
…
避
難
所

　

Ｕ
…
運
営

　

Ｇ
…
ゲ
ー
ム
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「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
の
一
番
の
目
玉
が
保
育
園

と
幼
稚
園
の
一
体
化
で
、
待
機

児
童
を
解
消
し
ど
の
子
に
も
公

平
に
教
育
と
保
育
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
部
分
が
多
く
、
不
明
瞭

な
段
階
で
あ
り
、
今
後
の
国
の

動
向
・
内
容
を
見
定
め
る
こ
と

が
肝
要
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
時

点
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

未
満
児
保
育
の
充
実
の
た

め
未
満
児
室
の
増
設
を
。

答 

福
祉
健
康
課
長

　

来
年
度
予
算
で
南
保
育
園
に

未
満
児
室
を
一
部
屋
増
築
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
入
所
希
望
の

少
な
い
北
保
育
園
で
は
、
３
歳
の

年
少
児
と
４
歳
の
年
中
児
を
一
緒

に
し
た
混
合
保
育
を
行
い
、
空
い

た
一
部
屋
に
２
歳
児
を
受
け
入
れ
、

未
満
児
の
待
機
児
童
の
解
消
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
未
満
児
の
入
所
希
望

の
推
移
を
見
定
め
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

「
財
政
的
な
兵
糧
攻
め
」

で
小
さ
な
町
で
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
と
、
明
言
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
の
合
併
に

対
す
る
考
え
を
聞
く
。

答 

町
長

　

現
在
の
財
政
状
況
と
し
て

は
、
平
成
14
年
の
国
の
三
位
一

体
改
革
で
減
額
さ
れ
て
い
た
交

付
税
等
が
、
民
主
党
政
策
の
地

方
主
権
で
平
成
22
年
度
で
は
11

億
１
２
４
万
８
、０
０
０
円（
平

成
12
年
度
交
付
相
当
額
）
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
額
で
注

視
す
る
点
は
、
扶
助
費
（
民

生
費
）
が
５
年
前
の
約
２
倍

の
８
億
７
、４
０
０
万
円
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
予
算
総
額

は
、
５
年
前
と
同
じ
く
ら
い
の

51
億
円
で
、
町
民
税
の
税
収
は

減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

経
済
状
況
の
回
復
が
望
め
な

い
中
、
今
後
の
道
州
制
等
合
併

問
題
の
事
態
に
備
え
、
財
政
的

基
盤
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
教
育
こ
そ
が
人
間
を
創

り
、
将
来
を
担
う
我
が
町

北
方
町
を
拓
く
柱
で
あ
る
」
そ

ん
な
思
い
で
、
各
学
校
で
の
相

手
に
与
え
る
苦
痛
行
為
等
教
育

現
場
の
現
状
を
聞
く
。

答 

教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
は
日
々
の
生
活

の
中
で
、
友
達
の
事
、
勉
強
の
事
、

部
活
の
事
、進
路
の
事
な
ど
様
々

な
思
い
、
悩
み
、
痛
み
を
胸
の

内
に
持
ち
登
校
し
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
悲
し
い
思
い

を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
「
い
じ

め
」
を
防
ぎ
、
互
い
に
尊
重
し

合
う
人
間
関
係
づ
く
り
・
温
か

な
学
級
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
あ
り
、
意
識
し

て
学
校
現
場
・
教
職
員
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
団
地
の
取
り
壊
し

の
問
題
。　

　

何
回
も
繰
り
返
す
事
前
の
説

明
不
足
。
既
存
道
路
の
確
保
、

北
方
町
の
考
え
、
意
向
を
踏
ま

え
て
の
計
画
等
を
聞
く
。

答 

副
町
長

　

県
営
北
方
住
宅
の
解
体
工
事

に
つ
い
て
、
平
成
23
年
10
月
28

日
県
に
よ
る
解
体
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
催
に
至

る
ま
で
の
手
続
き
の
不
備
や
説

明
不
足
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
、
県
に
は
そ
の
旨
を
申
し
入

れ
て
お
き
ま
し
た
。

　

解
体
工
事
は
２
月
20
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事
の

安
全
を
確
保
し
た
上
で
一
日
で

も
早
い
工
事
の
完
了
と
敷
地
内

道
路
の
早
期
通
行
開
始
等
を
県

に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

町
道
３
号
線
の
工
事
に
つ

い
て
、
提
案
あ
り
結
果
あ

り
で
は
町
民
の
方
々
に
は
理
解

が
得
ら
れ
な
い
。
説
明
不
足
で

は
な
い
か
。

　

景
観
重
視
な
の
か
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
重
視
な
の
か
、
今
後
の

工
事
計
画
は
。

答 

町
長

　

都
市
環
境
の
快
適
さ
、
整
備

さ
れ
た
町
に
こ
そ
人
は
住
む
と

思
い
ま
す
。
町
道
３
号
線
は
、

北
方
町
の
南
北
の
主
要
交
通
網

を
確
保
す
る
メ
イ
ン
的
な
役
割

を
す
る
道
路
で
、
町
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
快
適
さ
の
第
１

と
し
て
実
用
性
と
安
全
性
、
第

２
は
美
観
性
、
第
３
に
自
然
環

境
、
第
４
に
地
域
性
（
北
方
町

ら
し
さ
）、第
５
に
精
神
性
（
故

郷
を
感
じ
る
）
と
い
う
こ
と
を

目
指
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問

問

問

伊藤経雄議員

県営北方住宅解体工事

今
後
の
合
併
に
対
す
る
考
え
は

問

問
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＝　勤労青少年ホーム　会場　＝

　議会改革の一環として、また町議会の役割として、議員が常に住民との対話
に努め、住民の悩みと声を聞き、議論を重ね、調査・研究を進めていくことで、
北方町の住民福祉の向上と地域社会の活力ある発展を目指していきます。
　昨年11月19日、３会場（働く婦人の家・北方町公民館・勤労青少年ホーム）
に35人の出席をいただき、開催した議会報告会の意見・要望を要約して掲載
しました。

住民と議会の対話
２年目を迎えた議会報告会
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 県営住宅跡地利用計画関係
・生涯学習センターきらり駐車場は狭いので駐車場を拡張するとよい。
・町立図書館に本を寄贈したいが、保管場所や書庫がないとのことで受け入れてもらえないの
で、跡地の場所に図書館の書庫または資料室を考えて欲しい。
・震災時の避難場所になるとよい。
・土地の購入は、駐車場として検討されたのか、先を見据えてほしい。
・使い道がないような土地は購入する必要はない。生涯学習センターの土地は県借地であるの
で、これを有効活用として購入することはよい。
・跡地利用は議会で協議されたのか、今後議論されたい。
・10年先の北方町、長期展望を議会で協議してもらい。高屋西部土地区画整理事業は10年計画
であるので連携はできないか。
・公園としての方向付けはよいが、周辺住民の利用だけになる。広い土地であるので町外者等
が利用できる公園を県に整備してもらいたい。公園整備は町全体のバランスで考えてほしい。

 道路整備事業（町道３号線等）関係
・車道、歩道は広がるのか、歩道に自転車が通ることができるのか。
・高齢者や子ども達が安心安全に登下校できる道路にして欲しい。
・道路の景観より安心安全を重視したものにして欲しい。
・自転車は軽車両なので車道を通るべき。（参考図面を見て）
・旧名鉄電車の高架橋取り壊しで、歩道の整備を十分考えてほしい。
・歩道には視覚障害者への配慮は。歩道に表示を設置されますか。
・自転車の利用、通りやすいよう考えては。これからは自転車利用が増えます。段差、ライン
などバランスよくしてほしい。
・ガードレール・路側帯は、安全面を考えて必要ではないか。特に交差点は十分に考えてほしい。

 そ の 他
・100年ぐらい経過して重要文化財になりそうな旧美濃北方駅を残してほしい。
・これからの北方町は、少子高齢化で福祉にお金がかかるが、単独行政でやっていけるのか。
・「議会だより」に毎回子どもの医療費の件があるが、町長の発言は一向に変わらない。議会
としての意見を聞きたい。
・町は定住化を考えて固定資産税の政策を行うが、子どもの医療費無料化をしないことは、
「若者にいてもらいたくない」と感じる。
・議会基本条例は今機能していますか。見直しはありますか。
・バスターミナルが設置されたが利用者は増えましたか？利用状況を教えてほしい。
・町政に望む声で、ここ数年は乳幼児医療費の無料化の要望が出ていますが、町民は理解して
いない？小学生になると引っ越しする方が毎年いる。町と議会の協議でどのような対応をさ
れたか、今後の見通しを聞かせてほしい。子育てに関する事業、情報を町民に周知しては。
北方町の福祉は一番遅れていると聞いた。
・報告会の分散開催はよいが、日にちを分けて全員の議員が出席できないか。

主な意見・要望の内容（要約）




